




















































まだ間もなかった。 Adieu〔『さようなら』〕 (2001)でソワジックを描き， L'Amour











































冒頭に， 2017年 1月 21日に明治大学で開催された世界初のピエール・パシェ国際
シンポジウムの発表を収録した。その際， フランスのレンヌ大学から東京に来られな
かったプランシュ・シウさんだけが録音発表をしたが，その原稿だけ今回シウさんの
都合で省略した。
このシンポジウムの記録に，その半年後，パリで開催されたパシェシンポジウムの
発表を二つ，発表者のマルティーヌ・レボヴィシさんとパスカール・ローズさんの承
諾を得て，本特集に加えた。
この二つの部分は，フランス語の原稿と日本語訳の両方を掲載した。
さらに， 日本でピエール・パシェを読んでいる方々に，執筆を依頼した。皆，快諾
してくださった。
最後に簡単なピエール・パシェの略歴を付録として付け加えた。
彼の死後，息子さんのフランソワ・パシェ氏が中心になって．とても充実したピエー
ル・パシェのサイトができた。ピエールは本以外に. 500本以上の論文や書評を記し
ており，その多くかネット上で読めるようになっている。また，彼が長年続けたセミ
ネールの記録や， 2017年 6月のパリの国際シンポジウムの発表の映像も見ることがで
きる。ここにそのアドレスを記しておく。
https://sites.google.com/view /pierrepachet 
最後になるが，今年中には拙訳で『母の前で』 (2007) という作品か刊行される予定
た。彼が息子であることすらわからなくなってしまった性の名いに問いかける本であ
る。
ピエール・パシェの世界の扉は開かれたままだ。
